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研究成果の概要： タグとリンクによるフォークソノミを実現したソーシャルブックマークシス
テムを試作したが，学習者によるブックマークのリンク付けが積極的に行われなかった．しか

し，歴史学習のための年表システムと連携させることにより，ブックマークを利用した年表作

成という目的が明確化されたことで解決できた．また，ブックマーク間の関連付けが間接的で

あってもリンクによるフォークソノミとして活用できることを確認できた． 
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１．研究開始当初の背景 
 フォークソノミ（Folksonomy = folks + 
taxonomy）という言葉が注目され始めた．
例えばソーシャルブックマークにおいて，
個々のユーザは，ブックマークする Web ペ
ージにタグ(Tag)としてキーワードをいくつ
か自由に付与できる．これによりユーザ個人
のブックマークの分類整理を可能にするが，
様々なユーザが同じキーワードで指定した
タグをもつ Web ページに関係性をもたせる
ことで，広大な Web 空間の分類ができてし
まう．つまり，自分のための分類や整理とい
った行動が，無秩序な世界ではあるが全体の
分類整理に貢献することになる．これがフォ

ークソノミの考え方であり，新しい情報が四
六時中あらゆる場所で大量に発生する Web
の世界には，これまでの堅苦しい分類学が非
現実的であるのに対して非常に適したアー
キテクチャである．しかしながら，フォーク
ソノミを教育工学の視点から学習支援に取
り入れる試みはまだ行われていなかった． 
 
２．研究の目的 
 本研究では，知識共有と探求学習にフォー
クソノミをより適応させることを目的とす
る．知識共有と探求学習のためのフォークソ
ノミには知識を断片化させない仕組みが重
要である．本研究ではこの点を強化するため，
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具体的には，タグに依存した現在主流のフォ
ークソノミに対し，関連する項目間にリンク
関係をもたせた新しいフォークソノミを提
案する．そして，その研究課題に取り組んだ
過程で得た知識，情報，アイディアをもとに，
実用性の高いソーシャルブックマークシス
テムの構築を目的とする． 
 
３．研究の方法 
(1) 提案するタグとリンクによるフォーク
ソノミを実装したソーシャルブックマーク
システムを試作し，評価実験によりシステム
の有効性を検証する．Web探求学習での利用
を想定して試作するシステムの主な機能を
以下に挙げる． 
① Bookmarklet（Web ブラウザのブックマ
ークに登録でき，Webページの閲覧中に呼び
出し可能な JavaScript）によるブックマーク
登録機能 
② システム内でブックマークしたページ間
に関連付けを登録できるリンク機能 
③ ユーザアカウント名，タグにより絞り込
み表示が可能で，リンク機能により登録され
た関連するページのリストも表示するブッ
クマーク一覧表示機能 
④ タグとリンクによるフォークソノミを活
用し，気付きや学習のきっかけを与えるため
のWebページ推薦機能 
⑤ Web ページ推薦の結果を定期的にメール
で配信する推薦通知機能 

図 1. 試作したブックマークシステム 
 

(2) ソーシャルブックマークと連携した歴
史年表作成システムを作成し，間接的なブッ
クマーク間のリンクによるフォークソノミ
を検証する．年表作成システムは歴史学習に
おける Web 探求学習への利用を想定しており，
学習者に知らない知識を気付かせること，新
しい課題の発見や知識を洗練するきっかけ
を作ることを目的として開発する．試作する
システムの特徴は以下の通りである． 
① 利用者は自由にいくつもの年表を作成す
ることができる．各年表に歴史事象を登録し

ていき，年表を作り上げていく．事象に登録
できる項目は，名称，時間情報（期間），タ
グ，概要，関連 URL があり，事象に関する概
要を年表作成者が詳細に書かなくても，その
事象に関する記述がある Web ページを関連
URL に登録しさえすれば良い． 
② 年表作成システムはソーシャルブックマ
ーク機能を有しており，各事象に登録された
関連 URL は，ソーシャルブックマークのブッ
クマークとしても登録され，タグやコメント
等で管理できる．また，事象登録時に関連 URL
をブックマークから選択することもできる． 
③ 年表閲覧画面では，他の年表と重ね合わ
せて表示することができる．年表中の事象を
選択すると，事象の詳細が表示されて関連
URL を辿れる．また逆に，Web ページの閲覧
中に，Bookmarklet を用いて関連する年表を
辿ることもできる． 
④ 異なるそれぞれの年表に登録されている
事象の関連 URL が同じ Web ページであった場
合，それらの事象やそれらを含むそれぞれの
年表間には明らかな関連があるとみなせる．
システムは，この関連を利用した年表推薦機
能をもつ．また，ソーシャルブックマーク機
能側から見ると，ある事象に複数の関連 URL
が登録されていた場合，その Web ページ間に
は関連があるとみなせる．これは事象による
間接的なブックマーク間のリンクであり(1)
と同等なタグとリンクによるフォークソノ
ミを実装していることになる． 
 試作システムを用いて評価実験を行い，提
案するタグとリンクによるフォークソノミ
の有用性を検証する． 
 
４．研究成果 
 
(1)「タグとリンクによるフォークソノミを
実現したソーシャルブックマークシステム
の開発」 
 評価実験は以下の手順で行った． 
 被験者は研究室内の学生（22 名）で，指定
されたテーマに従い Web ページをブックマー
クしてもらった．期間は 2週間実施した．事
前実験により，短期間の評価実験ではユーザ
同士のブックマークが重複しにくく，リンク
によるフォークソノミが形成されにくいこ
とがわかっていたため，ある程度範囲を限定
した学習テーマを被験者に与えた． 
 期間中，被験者は与えられた学習テーマに
ついて Web による探求学習を行った．そして
役に立った Web ページをブックマークとして
システムに登録した．その際，後で振り返り
学習がしやすいよう，タグ，コメント，リン
ク（別にブックマークしたページとの関連づ
け）を合わせて登録した．登録したタグやリ
ンクの情報から，各被験者に Web ページが推
薦され，その推薦結果は 1日 1 回メールで通



知された． 
 実験終了後，事後アンケートの実施・分析
と，ブックマークの登録状況やタグとリンク
による推薦が適切に行われたかの調査を行
い考察した． 
 評価実験により得られた知見は以下の通
りである． 
① Web ページ推薦について 
 想定通り，タグ，リンク双方の情報を元に
Web ページの推薦を行うことができた．推薦
結果の妥当性に関しては，事後アンケートの
結果や実際の推薦ページへのアクセス数か
ら，それなりに有用であったといえる．ブッ
クマークデータが少ない実験初期ではリン
クによって推薦できるページがほとんどな
く，タグによる推薦ばかりになっていたが，
ブックマークが増えるに従い，リンクによる
推薦も増えた． 
② 学習効果について 
 リンクによる学習のリフレクションの効
果を期待したが，実験期間が短かったため，
リンク情報を辿ることによる学習活動はあ
まり行われなかった．リンク登録の行動自体
を学習活動と捉えることはできるが，その学
習効果は検証できなかった．被験者にとって
リンク登録の意義が理解しにくかったこと
から，積極的なリンク登録が行われにくく，
リンク登録自体に負荷を感じる被験者が多
かった． 
 学習者に関連ページ間の関連づけをリン
クとして登録させるためには何らかの工夫
が必要との結論に至った．そこで，関連ペー
ジ間に直接関連づけを行わせるのではなく，
間接的なつながりを登録させる枠組みとし
て，次の(2)の研究にて評価実験を行った． 
 
(2)「間接的なブックマーク間のリンクによ
るフォークソノミを利用した歴史学習支援」 
 評価実験は以下の手順で行った． 
 間接的なリンクによるフォークソノミを
実現したことで年表推薦を実現できるよう
になったため，実験目的を「適切に年表推薦
が行えたか」「推薦により他者の年表から知
識を得られるか」を明らかにすることとした． 
 被験者は研究室内の学生 8名で，5 週間（実
験 1: 2 週間，実験 2: 3 週間）実施した． 
実験 1：中国の三国時代をテーマとして被験
者 1名に歴史上の人物 1名を割り当て，担当
の人物についての年表を作成してもらった． 
実験 2：推薦された年表を閲覧し，三国時代
の年表（担当人物以外も含めた時代全体の年
表）を作成してもらった． 
 年表作成における学習効果を評価する試
みとして，被験者に対し，実験 1の前後に自
由記述で担当人物について知っていること
を書き出してもらった． 
 また，年表推薦が学習に与える影響を確認

するため，実験 1の実施後と実験 2の実施後
の 2 回，被験者に三国時代の官渡の戦いに関
する文章（2 回とも同じ文章）を 5 分間読ん
でもらい，その後何も見ずに要約を記述して
もらった． 

図 2. 試作した歴史年表作成システム 

図 3. 年表推薦提示の例 
 
 この評価実験により得られた知見は以下
の通りである． 
① 適切に年表推薦が行えたか 
 年表推薦機能は「類似年表の推薦」と「知
識の補完のための推薦」の 2種類を実装した． 
 類似年表推薦は，年表中の事象に付けられ
たタグや関連 URL の合致度や，事象日時の近
さから，年表の類似度を求めた． 
 知識の補完のための推薦は，年表内の事象
が登録されていない空白期間を作成者の知
識が不十分な箇所とみなし，その空白期間に
多くの事象が登録されている年表を推薦す
るものである． 
 実験 1の直後は，人物個別の年表だけがま
ばらにできている状況であったため，予想通
り，類似する年表としての推薦はあまり行わ
れず，空白期間を補完する年表の推薦がほと
んどであった．実験 2が進むにつれ，類似す
る年表の推薦の数が増える傾向が見られた．
また，実験後に行った推薦内容に関するアン
ケートの結果も非常に良好であった．これら
の結果から，推薦は適切に行えたといえる． 
 



② 推薦により他者の年表から知識を得られ
るか 
 実験 2における被験者の行動を分析したと
ころ，推薦された年表中の事象を自分が作成
中の年表に取り入れているという事例が確
認された．また，実験 2の前後に要約しても
らった官渡の戦いに関する文章中にも，他の
年表から取り入れた事象に関する記述が実
験後の要約文章中に現れていた．このことか
ら，推薦により他者の年表から知識を得られ
ていることが確認できた． 
③ 学習効果について 
 実験 1の前後に担当人物について記述した
文章を，教員 2 名が 10 点満点で評価を行っ
た．年表作成前と後では平均 2.5 点 (SD 
2.07)から平均 4.75 点 (SD 1.91)へと向上し
ており，Web 探求学習として年表作成を行う
ことの効果が認められた． 
 また，年表推薦により他者の年表から知識
を得られていることも，本システムが歴史学
習に有用であることを示しているといえる． 
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